
新規就農者育成総合対策のうち
農業者キャリアアップ支援事業

【令和６年度予算額 12,124（10,603）百万円の内数】

＜対策のポイント＞
農業分野において、リ・スキリングによるスキルの獲得・向上を通じて、デジタル・グリーン等の様々な経営課題に対応できる人材育成を図るため、現役農業
者がスマート農業や有機農業等の新たな技術を学び直すことができる研修モデルの構築・実施を支援します。 
＜事業目標＞
40代以下の農業従事者の拡大

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

都道府県・JA・民間企業等の関係機関が連携して、現役農業
者が農閑期や夜間にスマート農業や有機農業などの新たな技術
を学び直すことができる研修モデルを構築・実施する取組を支援し
ます。
【補助率：定額（上限3,500万円※/１都道府県）

※継続地区は2,000万円定額】

〇 支援対象となる取組の例：
・ 推進会議の開催
・ 農業用機械・設備の導入（リース・レンタル含む）、
 農業用ハウスのリノベーション
・ 農機メーカー、先進農家等の外部講師による講義・実習
・ 研修ほ場の設置
・ 研修コンテンツの作成・配信
・ 各産地における出前講座の実施 等

［お問い合わせ先］経営局就農・女性課 （03-6744-2160）

＜事業の流れ＞
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○耕起から収穫までの一連のスマート農業技術研修

○産地での出前講座○有機農業研修

研修計画に基づき、体系的な研修を実施

＜研修テーマ＞
①スマート農業
②環境と調和のとれた農業
③農業経営 等
※２つ以上のテーマを選択

関係機関の連携の下、新たな技術の習得に向けた研修計画を作成

※３つ以上の者（都道府県は必須）が構成員となる場合は、都道府県を事業実施主体とすることも可能
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